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１（総務省「労働力調査」より作成。季節調整値。）

就業者数・雇用者数の推移１．就業面等

（万人）（万人）（万人）

男性
（左目盛）

女性
（右目盛）

2019年 2020年
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

雇用者数

（総務省「労働力調査」より作成。季節調整値。）

2019年 2020年
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
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 就業者数は、男女とも2020年４月に大幅に減少。特に女性の減少幅が大きい。（男性：37万人減、女性：70万人減）

 雇用者数は、男女とも2020年４月に大幅に減少。特に女性の減少幅が大きい。（男性：32万人減、女性：74万人減）

女性の減少幅は、就業者数よりも雇用者数の方が大きい。

就業者数
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雇用者数の推移

２

 雇用者数は、男女とも2020年４月以降、対前年同月で減少。

 雇用形態別の内訳を見ると、非正規雇用労働者の減少幅が大きく、特に女性の非正規雇用労働者の減少幅が大きい。

（万人）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

（総務省「労働力調査」より作成。原数値。） （総務省「労働力調査」より作成。原数値。）

正規雇用
労働者

雇用者数
（役員を除く）

非正規雇用
労働者

正規雇用
労働者 雇用者数

（役員を除く）

2019年 2020年

非正規雇用
労働者

１．就業面等

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
2019年 2020年

（万人）

雇用形態別雇用者数の前年同月差（女性）雇用形態別雇用者数の前年同月差（男性）
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非労働力人口・完全失業者数の推移

３

 非労働力人口は、男女とも2020年４月に大幅に増加。特に女性の増加幅が大きい。（男性：27万人増、女性：68万人増）

 完全失業者数は、男女とも2020年４月以降、増加傾向にある。８月の女性の完全失業者数（88万人）は、

2015年10月以降で最多。

男性
（左目盛）

女性
（右目盛）

（総務省「労働力調査」より作成。季節調整値。） （総務省「労働力調査」より作成。季節調整値。）

（万人） （万人）

2019年 2020年

＋68

＋27

（万人）

男性

2019年 2020年

女性

１．就業面等

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

非労働力人口

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

完全失業者数



-73 -72

59

-11

-37

-6

-27

43

2

-66

-15

8
1

10

-12

-86

12 8

-11

-50

45

28

-32

-129

-71

25 19

-2

-140

-120

-100

-80

-60

-40

-20

0

20

40

60

産業別就業者数の推移

 就業者数の前年同月差を産業別で見ると、男女とも「飲食業」「製造業」の減少幅が大きい。

 女性は「飲食業」「製造業」「生活，娯楽業」「小売業」の就業者数の減少幅が大きい。

４（総務省「労働力調査」より作成。原数値。）

男性

女性

建設 製造

情報通信

運輸,郵便

小売

金融,保険

不動産,
物品賃貸

飲食 生活,娯楽

福祉
その他
サービス

（万人）

卸売
宿泊

医療

１．就業面等

産業別就業者数の前年同月差（2020年４月～９月の累計）
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2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

（実質GDPの水準、
兆円）

今後の経済見通し

主な機関の実質GDPの見通し

2020 2021 2022

政府
内閣府

（年央試算）

▲4.5%
（95.5）

＋3.4%
（98.7）

－

日本銀行
（経済・物価情勢の展望）

▲4.7%
（95.3）

＋3.3%
（98.4）

＋1.5%
（99.9）

民間エコノミストの平均
（ESPフォーキャスト調査）

▲5.69%
（94.3）

＋3.44%
（97.6）

＋1.46%
（99.0）

国際機関

OECD
▲5.8%
（94.2）

＋1.5%
（95.6）

－

IMF
▲5.3%
（94.7）

＋2.3%
（96.9）

－

実質GDP成長率の見通し
（カッコ内の数値は2019年度の実績を100とした場合の指数）

実質GDP
（実績）

OECD

IMF

日銀

政府

※内閣府「国民経済計算」、内閣府「令和２(2020)年度内閣府年央試算）」
日本銀行「経済・物価情勢の展望（2020 年７月）」、公益社団法人日本経済研究センター「ESPフォーキャスト調査（2020年11月）」
ＯＥＣＤ「Economic Outlook」（2020年９月）、ＩＭＦ「World Economic Outlook（2020年10月）」より作成。

民間ｴｺﾉﾐｽﾄ
の平均

（年度）

（暦年）

（暦年）

５



配偶者暴力
相談支援センター

ＤＶ相談件数の推移

(年月)

（出典）内閣府男女共同参画局調べ ※全国の配偶者暴力相談支援センターからの相談件数は、10月27日時点の暫定値。

 ＤＶ相談件数の推移を見ると、2020年５月・６月の相談件数は前年同月の約１．６倍。

２．ＤＶや性暴力等
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（内閣府男女共同参画局調べ） ※相談件数は、電話・面接・メール・SNSによる相談の合計。

性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センターの全国の相談件数の推移２．ＤＶや性暴力等

 相談件数は前年を上回って推移。令和２年４月～９月の累計相談件数は前年同期の約１．２倍。

４～９月累計 ４～９月累計

７
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女性

自殺者数の推移

 2020年10月の女性の自殺者数は８５１人（速報値）。前年同月比で約８割増。

（警察庁ＨＰ「自殺者数」より作成。原数値。2019年までは確定値。2020年は11月9日時点の暫定値。）

３．自殺者数の推移

自殺者数 自殺者数の前年同月差
（人） （人）

2019年 2020年

男性

女性

男性
女性

８
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